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シバンムシア リガタバチ成虫

体長 2翔m前後

発生   __  多い

ア リガタバチ類は、甲虫類に寄生す

る寄生蜂です。室内で も発生すること

があり、人に対する被害も少なくあり

ません。

生警

よく見られるの |よ シバンノ、シアリガ

タバチで、体長は 2 mnl前 後、「方i褐色の

小さなハチです。メスには翅がなく、

外兄はアリによく似ています。乾燥食

謂:や タタミなどを加害するタパコシバ

ンムシや乾燥れ盤物質を加害するジンサ

ンシバンムシに寄引:し ます。また、ま

れに、クシヒゲンバンムシに寄4iす る

クロアリガタバチが見られることもあ

ります。       ―

様書

刺さオしるとチクッとした痛みがあり、

赤いはれとかゆみが続きます。被害は

夜間に多く、篤]ら ぬ間に刺されている

ことが多いようです.

刺された場合は抗 ヒスタミン滞ごこう

を塗 ります。

防綜

寄主であるシバンムシ類を駆除 しま

す。発生源になった食品類 1ま 処分し、

タタミのla―合は加輔 燥をします。

クバコシバンムシ

幼虫 体長3皿

クロア リガタバチ成虫 体長2 mm

体長3 mm


